
ドイツの脱原発をニュースなどで聞いたことがあるかもしれませんが、
世界にはほかにも脱原発を決めた国があります。
それぞれの国が脱原発を決めた理由は何なのでしょうか。
原発をやめても電気は足りなくならないのでしょうか。
１章では世界で脱原発を決めた国を詳しく見てみましょう。

　　　　　　章

脱原発を決めた国
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ドイツドイツ
G e r m a n y

どんな国？
ドイツは日本と同じものづくり大国で、ベンツやBMW、シーメンスといった数々
の有名なメーカーがあります。これらの企業は主に南ドイツに拠点を置いており、
電気をたくさん使うのもこの地域です。また、南ドイツにはディズニーランドのシ
ンデレラ城のモデルになったノイシュヴァンシュタイン城や、中世の街並みが美し
いロマンチック街道があり、世界中から多くの観光客が訪れています。一方、北ド
イツは北海とバルト海に面しており、洋上風力発電所が建設されています。

原子力発電所
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1 章 　脱原発を決めた国

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
心
は
石
炭
と
再
エ
ネ　

　

ド
イ
ツ
は
、
2
0
1
1
年
の
福
島
原
発
事
故
後
に
脱
原
発
を
決
定
し
た
国
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
故
前
に
は
17
基
の
原
発
が
運
転
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら

を
2
0
2
2
年
ま
で
に
全
て
閉
鎖
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
す
。
脱
原
発
を
選
ん

だ
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ド
イ
ツ
は
も
と
も
と
石
炭
資
源
の
豊
富
な
国
で
、
石
炭
が
工
業
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
1
9
6
0
年
代
以
降
、
当
時
安
か
っ
た
輸
入
の
石
油
に
押
さ

れ
て
石
炭
は
主
役
の
座
を
追
わ
れ
ま
し
た
が
、
政
府
は
1
9
7
3
年
の
石
油
危
機
を

契
機
に
石
炭
へ
の
再
転
換
策
を
打
ち
出
し
、
石
炭
産
業
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
で
も
石
炭
は
主
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
ひ
と
つ
で
、
原
発
な
ど
を
加
え
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
は
38
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
6
％
だ
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
は
る
か
に
高
い
値
だ
と
い
え
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
豊
富
な
国
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

2
0
1
5
年
時
点
で
み
る
と
、
ド
イ
ツ
国
内
で
発
電
さ
れ
る
電
気
の
う
ち
石
炭
火
力

首都▶ベルリン

面積▶35.7万km²（日本の0.9倍）

人口▶8,069万人（2015年）

言語▶ドイツ語

通貨▶ユーロ

宗教▶ カトリック、プロテスタントなど

産業▶ 自動車、機械、化学など

GDP▶3兆8,526億ドル（2014年）

経済成長率▶1.8%（2015年）

総発電量▶628TWh（2014年・日本の0.6倍）

D A T A

〈参考〉日本のData（2014年）
人口▶1億2,708万人、GDP▶489兆6,234億円、経済成長率▶0.3%、総発電量▶1,041TWh
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発
電
の
比
率
が
42
％
を
占
め
て
お
り
、
い
ま
だ
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率

（
30
％
）
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
今
後
は
さ
ら
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
が
進
み
、
石
炭
火
力
発
電
を
追
い
抜
く
の
も
時
間
の
問
題
で
し
ょ
う
。

福
島
原
発
事
故
で
脱
原
発
を
決
め
た

　

2
0
1
1
年
3
月
、
1
万
k
m
離
れ
た
日
本
で
起
き
た
福
島
原
発
事
故
は
、
ド
イ

ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
事
故
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
2
0
2
2
年
ま
で
に
国
内
の
全
て
の
原
発
を
停
止
さ
せ

る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

メ
ル
ケ
ル
首
相
は
、
ド
イ
ツ
が
原
発
を
や
め
る
べ
き
か
、
継
続
す
べ
き
か
を
検
討

す
る
た
め
に
、
2
つ
の
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
1
つ
は
、
原
子
力
の
専
門
家

を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
原
子
炉
安
全
委
員
会
（
以
下
、
安
全
委
員
会
）
で
す
。
こ
の
委

員
会
は
首
相
の
要
請
を
受
け
、
ド
イ
ツ
の
原
発
が
自
然
災
害
や
航
空
機
の
墜
落
な
ど

の
事
故
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
耐
久
性
を
持
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
ス
ト
レ
ス
テ
ス

［出所］�ドイツエネルギー・水道事業連合会 ［出所］�ドイツ政府資料

 

日
本
は
石
炭
火
力
34
%
、
再
エ
ネ
7
%
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ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
テ
ス
ト
の
結
果
、
安
全
委
員
会
は
「
ド
イ
ツ
の
原
発
の
安
全

性
に
大
き
な
問
題
は
な
い
」
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

　

安
全
委
員
会
の
判
断
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
脱
原
発
を
選
択
し
た

の
は
、
も
う
一
つ
の
委
員
会
で
あ
る
「
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
関
す
る
倫
理
委

員
会
（
以
下
、
倫
理
委
員
会
）」
の
提
言
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
倫
理
委
員
会

が
、
原
発
の
リ
ス
ク
の
高
さ
を
訴
え
、
原
発
を
や
め
る
こ
と
を
勧
告
し
た
た
め
、
首

相
は
脱
原
発
の
道
を
選
び
ま
し
た
。
実
際
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
福
島
原
発
事
故
に
際

し
て
述
べ
た
言
葉
は
、「
あ
の
技
術
先
進
国
の
日
本
で
こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
た
の

だ
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
首
相
は
、
高
い
安
全
技
術
を
誇
る
先
進
国
で

原
発
事
故
が
起
こ
る
リ
ス
ク
は
、
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

福
島
原
発
事
故
を
み
て
考
え
を
改
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
は
科
学
的
見
地
と
倫
理
的
見
地
か
ら
原
発
の
将
来
を
検
討

し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
重
視
さ
れ
た
の
は
、
原
子
力
の
専
門
家
で
は
な
い
倫
理
委

員
会
の
意
見
で
し
た
。
専
門
家
が
原
発
の
リ
ス
ク
は
少
な
い
と
判
断
し
た
と
し
て
も
、

万
一
原
発
が
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
、
と

 

社
会
学
者
、
哲
学
者
、
教
会
関
係
者
等
、

原
子
力
の
専
門
家
以
外
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
た
委
員
会
。


